
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期が始まりました。みなさんの元気な顔に会えてうれしいです。夏休みはどうで

したか？楽しく過ごせたでしょうか？２学期も修学旅行、自然教室、運動会と大きな

行事が続きます。勉強やクラスでの過ごし方を充実させることはもちろん、これらの

行事に全力で取り組んでいきましょう。みんなの「やる気」「本気」をたくさん見せて

ください。期待しています。 

始業式の後、全校一斉にシェイクアウト訓練を行いました。シェイクアウトとは、

アメリカ合衆国で始まった地震防災訓練のことです。英語では、「Shake ～ out 

of ・・・」が「・・・から～を振り払う」「・・・から～を脱出させる」という意味を

もつことから、「地震を振り払おう」「地震から脱出しよう」という意味を込めて造ら

れた言葉ですが、日本では、「一斉防災訓練」と訳されています。 

台風、高潮、津波、地震等の災害についての認識を深め、それらの災害に対処する

心構えを準備するためとして、１９６０年に、９月１日を「防災の日」に制定されま

した。また。１９８２年からは、９月１日「防災の日」を含む１週間（８月３０日～

９月５日）を「防災週間」と定めています。９月１日という日付は、１９２３年９月

１日に発生し、１０万人以上の死者・行方不明者を出した「関東大震災」に由来して

います。また、８月から９月にかけて、台風の接近・上陸が多い時期でもあります。 

この機会に、自分の周囲で起こる可能性がある災害や、身の回りの危険な箇所、ま

た避難場所や避難経路等について、家族で確認し、災害にしっかり備えましょう。 
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＜学校教育目標＞ 豊かな心と健やかな体を育む教育の充実  確かな学力の向上を図る教育 

＜目指す子ども像＞ いきいき にこにこ もりもり 

【自分から学ぶ子ども‥いきいき】【思いやりのある子ども‥にこにこ】【たくましい子ども‥もりもり】 

 

２学期スタート！勉強に行事に全力で取り組もう！ 

２学期始業式【校長先生の話】 

まずは、みなさんが大きな事故で悲しい思いをする人がいなかったこと

に、安心しています。ただ、全国では、悲しいことに各地で小学生や中学

生の水の事故が起きました。まだまだ暑い日が続くので、川やプールに行

くことがあると思います。気を付けてください。 

今日から２学期が始まりますが、先生方は、みなさんがお休みしている

間に２学期の行事の準備をしたり、授業の準備をしたりして、どうやった

らみなさんに「今日の勉強はよくわかった。」と思える授業になるか考え

ていました。 

また、１学期の終業式に先生が守ってほしいことを二つ話しました。 

一つ目は、相手の気持ちを考えて行動することです。言葉使いに気をつ

けましょう。先生にはていねいな言葉を使い、友達にも乱暴な言葉を使わ

ないようにしましょう。 

二つ目は、目標を立てるということです。学校生活で、勉強や運動な

ど、１学期に上手くできなかったことができるように、夏休みに目標を立

てて実行してみましたか。２学期も引き続き、目標を立てて頑張りましょ

う。２学期は１学期より長いです。最後まで続けられて、目標が達成でき

るようにしてください。 

あいさつについては、１学期の始業式から話しています。あいさつは

「人とかかわる」時には絶対に必要なことです。「おはようございます」

「こんにちは」「ありがとうございます」「ごめんね」など短い言葉に優し

さがあふれています。いつでもどこでもあいさつやふあふあ言葉であふれ

る足原小学校にしましょう。 

では、みなさん一人一人が自分のために、クラスのために、そして足原

小学校のために「いきいき にこにこ もりもり」がんばることを期待し

ています。 

～保護者の皆様へ～ 
いよいよ２学期が始まりました。２学期も多くの行事があります。６年生は小

学校生活も残り７か月となりました。一つ一つを小学校での思い出として心に刻

んでほしいものです。保護者の皆様には、運動会、修学旅行・自然教室説明会等
で学校に来ていただくことも多くなります。職員一同全力でお子さまの学校生活

をサポートしていきますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

9月１日は防災の日です。  シェイクアウト訓練を行いました。 


